




 
 

【第３０回自治体学会おんせん県おおいた日田大会日程】 

 
会場：日田市民文化会館（パトリア日田） 

 

日 程 内    容 

8月 20日 

（土） 

8：30自治体学会総会 

9：30大会受付開始 

  午前の部（10：00～12：00） 

【分科会】 

１ 地元企画：〈緊急企画〉熊本地震のこれまでとこれから 

２ かつてこんな魅力的な職員がいた！ 

  ～自治体学会を創り上げてきたレジェンドたちの働き方・生き方～ 

３ 地方分権で求められる議員像と人材育成 

４ 公募企画:地域資源の活用から地域を担う人材～共に語り考えよう‼ 
【研究発表セッション】 
Ａ 産業振興と自治体政策 
Ｂ 地域づくり・文化振興に関する自治体政策 

(昼食・休憩) 

  午後の部（13：00～16：30） 

【自治体学会賞表彰式】 

【第３０回大会記念事業】 

 《特別記念講演》これからの自治体学を考える 

     講師：大森 彌 東京大学名誉教授・元自治体学会代表運営委員 

 

【分科会】 

５ 切り抜ける、備える『政策法務』 

～東日本の経験は熊本・大分で活かされたのか～ 

６ 子どもの貧困対策 

７ 自治体と国とのこれからの関係～沖縄問題を契機として考える 

８ 地方創生（地域づくり）と外部人材との連携 

【研究発表セッション】（セッションＣ・Ｄは、一つのセッションとして運営します。） 

Ｃ 健康・環境と自治体政策 

Ｄ 議会 

9:30～16:00 ポスターセッション（8月 19日：13:00～16：00） 

【参加費（資料代）】 会員３，０００円 非会員６，０００円 
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   第３０回自治体学会 おんせん県おおいた日田大会 プログラム一覧     

  2016.8.20(土)／パトリア日田 （日田市民文化会館） 
 

大会統一テーマ  「咸宜
みなよろ

し」の地・日田で考える、人づくり・人つなぎ   
＜分科会   (１０：００～１２：００) ＞  
 

 分科会 １  （地元企画）〈緊急企画〉熊本地震のこれまでとこれから                     
熊本県、大分県を中心とする一連の群発地震の発生は、地震が少ない

と思われていた九州に衝撃を与えた。これまで九州では、自然災害はも

っぱら台風、水害を念頭においており、地震に対する対策、住民避難と

避難所運営について、事前に十分な対策を講じていたとは必ずしもいえ

ない実態があった. 

こうした中で、被災自治体においては手探り状態で初動対応にあたっ

た他、九州各県、また全国各地からの応援により、今もなお震災対応が

進められている。 

本分科会では、被災した市町村職員による事例報告を踏まえ、分科会

参加者によるワークショップ形式で、今回の震災から得られた教訓と、

今後の対応に必要なものは何かを考える。 

なお、本分科会の運営は、地元である九州自治体学会が、東日本大震

災の経験を持つ東北自治体学会の協力を得て行うこととしている。 

●事例報告者 

島田 勝則（大分県総務部長（九州地方知事会事務局長）） 

中村 幸香（熊本市西区役所まちづくり推進課参事） 

辻口 浩二（熊本県大津町総務課参事） 

●コーディネーター  

加留部 貴行（加留部貴行事務所ＡＮ－ＢＡＩ代表）  

 分科会 ２  かつてこんな魅力的な職員がいた！                           
       ～自治体学会を創り上げてきたレジェンドたちの働き方・生き方～                  
今年度、自治体学会は30周年を迎えた。自治体学会の初期メンバーた

ちの多くは、この学会を一つの心の拠り所にしながら、各々の現場で「自

治体職員ならではの仕事」を生み出してきた。しかし、こうした事実は

必ずしも現役世代に知られているとは言えないのではないだろうか。 

そこで、本分科会では、「レジェンド」たち（＝すでに亡くなってしま

ったが、われわれが継承し、後世に伝えていくべき思想や行動を伴って

いた自治体職員）の中から、広松伝氏（元・柳川市職員）、桑原美和子氏

（元・目黒区職員）、森清和氏（元・横浜市職員）、荒川俊雄氏（元・寝

屋川市職員）の 4名を選出し、彼（女）らの思想と行動を手がかりに、

自治体職員の働き方・生き方はどうあるべきなのかを考えてみたい。 

●パネリスト 
吉田 廸夫（大牟田文化会館館長、元大牟田市職員） 
加藤 ひとみ（上智大学非常勤講師、元埼玉県職員） 
杉渕 武（藤沢市職員） 
荒木 和美（寝屋川市職員） 
●コーディネーター 
 大石田 久宗（三鷹市社会福祉事業団常務理事、 

元三鷹市職員） 

 
 分科会 ３  地方分権で求められる議員像と人材育成                             
地方分権における自治体の意思決定の重要な関門である自治体議会の、

運営や制度の改革が取り組まれてきたが、いまだ政策形成機能の充実は定

着せず、行政に対するチェック機能も、場合によっては低下していること

も見られる。制度を動かす議会人の資質の議論が残されてきているのでは

ないか。 
地方分権改革のなかにおかれた自治体において、議員や議員を支える

人々に求められる資質の整理が必要になっている。資質として何が必要

か、資質を形成するためにはどのようなことが必要か確認する必要があ

る。 
問題議員が多発している状況に、市民との関わりではどのような取り組

みが必要か確認していく。 
地方自治を機能させるために必要な議員の人材育成の取り組みから、資

質を育てていく仕組みを考えていく。 

●パネリスト 
前泊 美紀（那覇市議会議員・ 

自治体学会議員研究ネットワーク） 
清水 克士（大津市議会事務局長） 
土山 希美枝（龍谷大学政策学部教授） 
●コーディネーター 
廣瀬 克哉（法政大学公共政策大学院教授、 

元自治体学会代表運営委員） 

 
 分科会 ４ （公募企画）地域資源の活用から地域を担う人材～共に語り、考えよう！！             
これまで、人口減少時代における地域生き残り戦略を考え、地域資源の

活用による地域づくりの議論を深めていくと、いつしか話題は、地域を支

える「ヒト」の在り方に焦点が絞られていく。「まちづくりは人づくり」

といわれるように、将来を担う地域人財をいかに育てていくかが地域づく

りの鍵といえる。小・中・高校から社会人に至るまで、どういった教育・

学習がなされているのか。そして、地域にどう根付いていくのか。 

本分科会では、小・中学校で行われている景観地域づくり学習、島根県

隠岐島前高校魅力化プロジェクト、地域おこし協力隊の活動など、若年層

に対する教育・学習活動を基軸として、地域を支える「ヒト」の育成・地

域愛の醸成等について考え、共に語り合っていきたい。 

●パネリスト 
藤井 裕也（ＮＰＯ法人山村エンタープライズ代表理事） 
大野 公寛（東京大学大学院教育学研究科 

生涯学習基盤経営コース修士課程２年） 
高橋 隆行（新潟市公共建築第一課係長） 
●コーディネーター 
進士 五十八（福井県立大学学長、 

元自治体学会代表運営委員） 
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＜自治体学会賞表彰式           （13：00～13：30） ＞                             

 

＜自治体学会第３０回大会記念事業   （13：30～14：15） ＞                               
特別記念講演  これからの自治体学のあり方を考える                                   
おんせん県おおいた日田大会は、自治体学会にとって、３０回目の節目

となる大会である。本大会は、「『咸宜
みなよろ

し』の地 日田で考える、人づ

くり・人つなぎ」を統一テーマとしているが、自治体学会設立以来のこの

３０年の人づくり・人つなぎが、今の自治体学会を形づくったものといえ

る。 
一方、地方自治をとりまく環境をみると、３０年前と異なり、多くの地

域が人口減少社会に直面するなど、地域の存立そのものが問われ始めてい

る。 
しかし、現場や地域の課題を自らの力で的確にとらえ、解決していく姿

勢と行動力が問われていることは、３０年前も今も変わるところはない。 
そこで、自治体学会の代表運営委員を務め、また地方自治論、公務員論

などにおいて我が国をリードし続けてこられた大森彌先生にこれからの

自治体学のあり方を述べていただき、今後の会員の活動を考える契機とし

たい。 

●講演者 
 大森 彌（東京大学名誉教授・元自治体学会代表運営委員） 

 

 

＜分科会   (14：30～16：30) ＞ 

 

 分科会 ５  切り抜ける、備える『政策法務』～東日本の経験は熊本・大分で活かされたのか～                         
東日本大震災は、液状化現象や津波さらには原発事故も加わり、文字ど

おり東日本全体に、未曽有の被害をもたらした。そこでは、地震規模の大

きさゆえ、事実としても法制度上も、様々な未曽有の事態が発生した。 
一方、本年４月以降熊本・大分を中心に発生している一連の地震も、経

験則にない状況が続き、多くの被害が発生し、その対応への不安が大きい。 
本分科会では、東日本大震災における被災状況、復旧・復興における課

題を行政法学の視点から振り返るとともに、熊本・大分の地震でその経験

が果たして活かされているのかを検証し、法政策として次の大震災にどう

備えるのかなど、地域目線での災害の法理論について議論する。 

●パネリスト 
鈴木 庸夫（明治学院大学法科大学院教授、弁護士） 
飯川 斉（宮城県保健福祉部障害福祉課副参事兼課長補佐） 
村野 淳子（別府市危機管理課防災推進専門員） 
鑓水 三千男（公益財団法人千葉県消防協会常務理事 

兼事務局長） 
●コーディネーター 
礒崎 初仁（中央大学法学部教授、 

自治体学会研究支援部会長）  
 分科会 ６  子どもの貧困対策                                      

2014年1月に子どもの貧困対策推進法が施行され、政府は同年8月に「子
どもの貧困対策大綱」を閣議決定した。多くの自治体も対策に乗りだした。

しかし、子どもの貧困に関する現状は広く認識されておらず、自治体の取

り組みにも差がある。 
生まれ育った環境によって子どもの将来が左右されない社会をつくる

ために、自治体や地域が果たすべきこと何か。貧困の連鎖を防ぐには、ど

んな手だてが必要か。さまざまな角度から意見を交わしたい。 
 

●パネリスト 
上田 淳子（兵庫県播磨町教育委員会 

教育総務グループ総括） 
奥村 賢一（福岡県立大学人間社会学部 

社会福祉学科准教授） 
國師 洋典（一般社団法人自立生活サポートセンター 

こんぱす（大分市）代表理事） 
●コーディネーター 

前田 隆夫（西日本新聞東京支社報道部次長）  
 分科会 ７ 自治体と国とのこれからの関係～沖縄問題を契機として考える                      
 米軍普天間飛行場の移設先とされる名護市辺野古沖沿岸部埋め立てを

めぐり、埋め立て承認権を基に、新基地の建設に反対する沖縄県知事と国

との対立が法廷闘争に発展した。国による代執行訴訟、県による国地方係

争処理委員会への審査申し立てなど、２０００年地方分権改革でできた法

制度が使われており、国・自治体関係に重い問題を提起している。沖縄で

いま何が起きているかを知った上で、第１次分権改革の積み残した課題と

いう視点から、沖縄問題を契機にして国と地方自治体の政府間関係と協議

のあり方を考える。 

●パネリスト 
人見 剛（早稲田大学法学学術院教授） 

 佐藤 学（沖縄国際大学教授） 
 尾形 宜夫（元共同通信社編集委員・論説委員） 
●討論参加者 
金井 利之（東京大学大学院法学研究科教授・ 

自治体学会総務部会長） 
●コーディネーター 
青山 彰久（読売新聞東京本社編集局企画委員）  

 分科会 ８ 地方創生（地域づくり）と外部人材との連携                          
 地方創生（地域づくり）を進めていくうえで、モノ・カネ・情報は調達

できても詰まるところ、主体となる人材・人財がいない（じゃあ、誰がす

る？）という壁にぶち当たるケースがよく見られる。 

こうした場面で大学生や地域おこし協力隊など、外部人材との連携は、

地域づくりにおける大きなきっかけを与え、またその人材が定着し主体へ

と成長していくことで地域の活性化が期待される。 

しかし、果たしてそれで地域の持続性は担保されるのであろうか？地域

と外部人材がどのように関わっていくことが、地域の主体性を確保しなが

ら持続的な地域づくりができるのか、双方の視点から議論したい。 

●パネリスト 
 清野 未恵子（神戸大学大学院 

人間発達環境学研究科特命助教） 

松岡 勇樹（株式会社アキ工作社代表取締役社長） 

 小金丸 麻子（うすきツーリズム活性化協議会事務局） 
 後藤 雅人（竹田市企画情報課農村回帰推進室） 

●コーディネーター 
 山浦 陽一（大分大学経済学部准教授） 
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会員が自治の諸課題に取り組む実践報告、大学院生・研究者らによる研究成果などを発表し、会

場の参加者と議論を深めます。 
セッションＡ  産業振興と自治体政策                   ＜１０：００～１２：００＞ 

(司会)岩瀬理絵(静岡文化芸術大学大学院) (ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ)伊藤久美子(三重県) 

１ 京都高等工芸学校の誘致をめぐる行政の役割 －産業復興を目指して－ 

【報告者】中村紗貴（静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科修士課程２年） 
２ 中小企業地域産業資源活用促進法と地域資源の研究 

【報告者】本田正美（島根大学戦略的研究推進センター特任助教） 

３ 打刃物産地の振興策をめぐる行政と産地組合の連携 

 －堺・播州三木・越後三条を事例に－ 

【報告者】桐山大空（静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科修士課程２年） 

セッションＢ  地域づくり・文化振興に関する自治体政策         ＜１０：００～１２：００＞ 

(司会)落合秀俊(静岡文化芸術大学大学院) (ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ)中川幾郎(帝塚山大学名誉教授) 

１ 県立劇団による自治体文化政策の経緯と現状－兵庫と静岡の事例から－ 

【報告者】松本茂章（公立大学法人静岡文化芸術大学文化政策学部・ 

大学院文化政策研究科教授） 

２ 大阪市の地域活動協議会へのＮＰＯ法人の参画の現状と背景に関する考察 

【報告者】薮田雪子（大阪市立大学大学院創造都市研究科博士後期課程） 

３ 大阪市「まちづくりセンター」が中間支援する自治コミュニティ“チカツキョー” 

【報告者】金井文宏（大阪市コミュニティ協会都市コミュニティ研究室研究室長） 

４ 住民意見交換会から始まる住民主導の移住定住対策の取り組み 

－愛知県北設楽郡設楽町の事例－ 

【報告者】稲葉久之（港まちづくり協議会事務局）、高野雅夫（名古屋大学大学院環境学研

究科教授）、関谷恭（設楽町役場企画・ダム対策課移住定住推進室長）、鈴木和也

（設楽町役場企画・ダム対策課主査） 

セッションＣ  健康・環境と自治体政策                      ＜１４：３０～     ＞ 

(司会)中村紗貴(静岡文化文化芸術大学大学院) (ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ)鈴木洋昌(川崎市) 

１ ヘルスケア政策におけるセルフメディケーション推進の論点と地方自治体の役割 

【報告者】岡野内俊子（横浜国立大学成長戦略研究センター研究員） 

２ 大規模感染症発生時の地方自治体の危機管理体制の現状と課題 

【報告者】平川幸子（法政大学大学院公共政策研究科博士後期課程／ 

三菱総合研究所主任研究員） 

３ 産業廃棄物不法投棄事案・不適正処理事案における行政代執行の現状と課題 

【報告者】長谷川裕（兵庫県立大学大学院応用情報科学研究科博士後期課程）※業務で辞退 

セッションＤ  議会                         ＜セッションＣ終了後～１６：３０＞ 

(司会)中村紗貴(静岡文化芸術大学大学院) (ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ)廣瀬克哉(法政大学大学院教授) 

１ 自治体議員の行政の専門性に関する知識の習得について 

【報告者】祐野 恵（京都大学大学院人間環境学研究科博士後期課程） 

 
 ポスターセッション    ８月１９日（金）13:30～16:00、２０日（土）10:00～16:00    
 
地域ブロック単位、個人・団体の報告書などの配布・展示、自治体の取組みの紹介、出版物の展示・

配布等を通して、参加者が交流・意見交換できる場としてポスターセッションを開催します。 

 エクスカーション                  ８月２０日（土）～２１日（日）      
Ａ 水郷ひたの歴史とまちづくりに触れる旅～日田衹園と清流・三隈川～（日帰り） 

Ｂ 近代日本最大の私塾・咸宜園と大山町が伝えるまちづくり・人づくり（１泊２日） 

Ｃ 中谷健太郎と語る～由布院のまちづくりの極意～（１泊２日） 
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